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＜はじめてのかぎ針編み＞ 長編みのICカードケース

前段の長編みの最後の
引き抜きをする前の状態

次の段の色の糸で引き抜く

デザイン／クロバー

＜編み方＞

出来上がりサイズ：たて約 10cm×よこ約 6.5cm
　　　　　　　　　（パーツやリボンは含まない）

＜使用道具＞

＜材料＞
並太程度の毛糸

　【A】パピー「クイーンアニー（833）」、
　　   オリムパス「ツリーハウス　パラス（422）」
　【B】パピー「クイーンアニー（987）」
　【C】パピー「クイーンアニー（802）」
カラビナやキーホルダーパーツ

42-407　かぎ針「アミュレ」　7/0号
https://clover.co.jp/products/42407

55-082　とじ針セット「Petit（プチ）」
https://clover.co.jp/products/55082

36-666　カットワークはさみ115

①最初の糸端を約30cm残し、くさり編みで作り目を16目編みます。
②1段めは、くさり3目で立ち上がり、長編みを5目編みます。
　作り目のくさり編み目を4目とばして、長編みを6目編みます。

③2段めからは、1段につき12目(立ち上がりの目と長編み11目）ずつ編んでいきます
　（【A】は16段めで色を変えます）。

※（　）内の数字は色番です

【A】 【B】

※【色の変え方】
　前段（ここでは15段め）の最後の引き抜きの時に変えます。

④18段めは、くさり3目で立ち上がり、長編みを5目編んだ後、
　くさり編みを4目編み、続けて長編みを6目編みます。
　糸端を約30cm残して切ります。

【C】

※飾り用のリボン（幅3～5mm程度）・糸やパーツは
　お好みでご用意ください。

4目とばす

くさり4目 ← 1

→ 2

← 17

→ 18

作り目：16目

→ 16

＜編み図＞
※【A】のみ16段めから
　糸の色を変えて編みます。

⑤編み地を半分に折ります。 ＜編み目記号＞
…くさり編み

…長編み

パーツを通すための
穴になります

← 3
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【糸を通す位置について】
半分に折った状態で、表面と裏面で9段ずつになります。
各段の一番端の目の内側の穴（★）に糸を通していきます。

(1)まず糸端が出ている角に2回ほど糸を通します。

(2)2枚の編み地をなみ縫いで縫い合わせるイメージで糸を通します
　（ピンクの線）。編み地の糸を割らないように気を付けます。

(3)続けて下から上に、隙間を埋めるように糸を通します（緑の線）。
　糸端は編み地に通して始末します。
　左側も同じように糸を通して糸端を始末します。

⑥残しておいた糸端を編み地の端に通し、袋状にします。
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※分かりやすいように糸の色を変えています
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⑦穴部分にカラビナなどを取り付けて完成です。

糸やリボンを使ったアレンジ方法
「作り方⑥」の編み地の端に糸を通す部分を、別の糸やリボンを使ってアレンジできます。
アレンジするときは「作り方④」の後、最初と最後の糸端を編み地に通して始末しておきます。

用意するもの：約60cmの糸（リボン）……2本
●まっすぐ通してリボン結び

(3)2本の糸端でリボン結びにします。

(1)半分に折った編み地の一番下の穴に糸(リボン)を通し、
　左右が同じ長さになるようにします。
(2)片方の糸端を作り方⑥の＜糸の通し方＞の要領で下から上に通し、
　隙間を埋めるようにもう片方も下から上に通します。 同じ長さ

●クロスに通してリボン結び（【C】）
用意するもの：約70cmの糸（リボン）……2本
(1)半分に折った編み地の一番下の穴に糸(リボン)を通し、左右が同じ長さになるようにします。
　※「●まっすぐ通してリボン結び」の(1)の画像を参照
(2)片方の糸端を下の図の青い線のように通します。
　編み地を巻きかがりで縫い合わせるイメージです。

(3)もう片方の糸端を下の図のオレンジの線のように通します。
　実際には編み地のサイドで糸(リボン)がクロスする形になります。

(4)2本の糸端でリボン結びにします。

実際にはこのようになります


